
 

 

令和７年度 女性の職業選択に資する情報公表（女性活躍推進法第 21条関係） 

 
特定事業主名：広島市教育委員会                    令和８年７月３１日公表 

 

Ⅰ 教職員の男女の給与の額の差異 

１．全職員に係る情報 

 

２．「任期の定めのない常勤職員」に係る役職段階別及び勤続年数別の情報 

＊ 地方公共団体における「任期の定めのない常勤職員」の給料については、各地方公共団体の条例で 
定める給料表に基づき決定されており、同一の級・号給であれば、同一の額となっている。 

 

(1) 役職段階別 

役職段階 
男女の給与の差異 

（男性の給与に対する女性の給与の割合） 

教員 
校長              ９８．８％ 

教頭              ９７．２％ 

教員以外 事務長              ９９．１％ 

 

(2) 勤続年数別 

勤続年数 
男女の給与の差異 

（男性の給与に対する女性の給与の割合） 

教員 

３６年以上              ９７．３％ 

３１～３５年              ９４．０％ 

２６～３０年              ９３．１％ 

２１～２５年              ９４．１％ 

１６～２０年              ９０．７％ 

１１～１５年              ９２．３％ 

６～１０年              ９５．４％ 

１～５年              ９３．６％ 

教員以外 

３６年以上              ９６．５％ 

３１～３５年              ９８．０％ 

２６～３０年              ９７．３％ 

２１～２５年              ９１．６％ 

１６～２０年              ９３．３％ 

１１～１５年              ８９．３％ 

６～１０年              ７７．８％ 

１～５年             １０１．０％ 

職員区分 
男女の給与の差異 

（男性の給与に対する女性の給与の割合） 

教員 

任期の定めのない常勤職員              ９６．４％ 

任期の定めのない常勤職員以外の職員                １０６．６％ 

全教員              ９８．１％ 

教員以外 

任期の定めのない常勤職員                    ９０．６％ 

任期の定めのない常勤職員以外の職員   ９４．６％ 

全職員  ８３．２％ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 管理的地位にある職員に占める女性職員の割合 

 

区分 
令和７年度 

（R8.4.1） 

事務長 ４４．４％  

 

 

 

 

Ⅲ 各役職段階にある職員に占める女性職員の割合 

 

校種 区分 
令和７年度 

（R8.4.1） 

全体 
校長 ３８．２％ 

教頭等 ４１．３％ 

小学校 
校長 ４７．５％ 

教頭 ４４．５％ 

中学校 
校長 ２１．０％ 

教頭 ３６．９％ 

高等学校等 
校長 ２２．２％ 

教頭等 ３１．５％ 

 

 

【説明欄】 

【算出方法】 

・ 日額制、時間制の会計年度任用職員は、任用期間が短い等のため算出の対象から除く。 

・ 差異の算出に当たり、再任用短時間勤務職員及びパートタイム会計年度任用職員（日額制、時

間制の職員を除く。）の職員数については、常勤職員の所定勤務時間を基に勤務時間に応じて換

算している。 

【給与の差異の要因】 

・ 職員の給与は、条例等に基づき決定しており、制度上、性別によって給与の差異は生じないが、

諸手当の受給状況、男女の職員構成比等複数の要因により、職員の給与の男女の差異が生じてい

る。 

・ 扶養手当について、男性に支給している場合が多く、扶養手当の受給者に占める男性の割合は

64.6％、女性の割合は 35.4％である。 

・ 「教員以外」の「全職員」について、男女別の全職員に占める任期の定めのない常勤職員以外

の職員の割合が男性 51.8%に対し、女性 72.8％で、相対的に給与水準が低い「任期の定めのない

常勤職員以外の職員」の女性割合が多いことにより差異が大きくなっている。 

 

 

 

 

 

・ 高等学校等には、高等学校のほかに中等教育学校、特別支援学校を含む。 

・ 教頭等には、教頭のほかに特別支援学校の部主事を含む。 

【説明欄】 

・事務長９人中、男性の事務長が５人、女性の事務長が４人である。 

 

【説明欄】 



 

 

Ⅳ 採用した職員に占める女性教職員の割合 
 

職員区分 令和７年度 

教員 ６１．５％ 

教員以外 ９１．７％ 

 

Ⅴ 男女別の育児休業取得率及び男女別の育児休業の取得期間の分布状況 

１． 男女別の育児休業取得率 

(1) 教職員（常勤） 

区分 令和７年度 

男性 ５０．６％ 

女性 １００．０％ 

 

(2) 会計年度任用職員 

区分 令和７年度 

男性 － 

女性 １００．０％ 

 

２．男女別の育児休業の取得期間の分布状況 

区分 
教職員（常勤） 会計年度任用職員 

男性 女性 男性 女性 

１週間未満 － － － １２．５％ 

１週間以上２週間未満 － － － － 

２週間以上１月以下 ２３．４％ － － － 

１月超３月以下 ２８．６％ － － １２．５％ 

３月超６月以下 １９．５％ １．６％ － ３７．５％ 

６月超９月以下 １５．６％ ４．８％ － １２．５％ 

９月超 12月以下 ６．５％ １２．２％ － ２５．０％ 

12月超 24月以下 ５．２％ ４６．８％ － － 

24月超 １．３％ ３４．６％ － － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 「広島市立学校教職員の女性活躍・子育て支援推進プラン」に基づき、男性教職員の育児休

業取得率の向上を掲げており、男性教職員向け育児休業取得啓発リーフレットの内容の充実、

所属長による育児休業取得等の働きかけ、短期間の育児休業の取得であっても代員措置を可能

とする等、子育てをしやすい環境整備のため様々な取組みを行っている。 

・ 男性の教職員（常勤）における育児休業取得率は令和５年度に 36.7％、令和６年度に 37.2％

と年々増加している。 

・ 「－」には該当する職員がいないことを指す。 

【説明欄】 



 

 

Ⅵ 教職員の勤務時間の状況 

管理的地位にある教職員以外の、一人当たりの一月当たりの超過業務時間 

 

区分 令和７年度 

教職員 ２７．５時間／月 

 

 

 

 

Ⅶ 教職員の年次休暇等の取得日数の状況 

 

区分 令和７年度 

教職員 １５．０日 

 

・ 管理職を含めた場合の超過業務時間は 28.9時間/月である。 

 

 

 

 

 

【説明欄】 


